
小型無人機に係る環境整備に向けた
官民協議会

無人航空機の目視外及び第三者上空等
での飛行に関する検討会

今後の進め方

○ 2022年度目途のレベル４飛行の実現に向け、本年７月までに、制度の運用に必要となる基準等を整備

○ 機体認証制度、操縦ライセンス制度、運航管理要件に対応した３つのＷＧを必要に応じて開催し、有識者や関係団
体等の意見を踏まえ、制度を具体化

報告
（2022年4月20日）ਃ

৬

ੳ



ඝ

ອ

ছ

ॖ

७

থ

५

７月 12月 2022年度目途４月

WGで調整・検討

機体の安全性確保ＷＧ

操縦者・運航管理者の技能確保ＷＧ

・飛行計画の通報 等

・機体の安全基準
・検査機関の登録要件 等

・講習機関の登録要件
・共通教本
・ライセンス取得のための試験
・管理団体の活用 等

運航管理ＷＧ

第二種の機体認証の取得促進

二等操縦ライセンスの取得促進

WGで調整・検討

9月

△第１回学科・
実地試験
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機体メーカー等と密に情報を共有し第一種に対応する機体開発を加速

△安全基準等を策定（運航形態等のリスク
に応じた基準を適用）

△講習機関の登録基準の詳細、教則、
試験問題サンプル等を策定

試験準備（問題作成、試験の実施体制確保等）
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△民間ライセンス保有者等の経験者
向けの講習要件を策定

試験日程等の周知

△一等操縦
ライセンス発行

講習機関と調整、制度周知 講習機関の登録

第一種
の機体
の検査

△
第一種型式認証・
機体認証書交付


